
ごあいさつ
　株主の皆様には、日頃より
格別のご高配を賜り厚く御礼
申しあげます。
　ここに第67期上半期（平成
28年４月１日から平成28年
9月30日まで）の事業概況等
についてご報告申しあげます。
上期事業環境について
　当上半期の事業環境につき
ましては、円高等により企業
の設備投資への慎重な姿勢が
継続するなど、企業収益の改
善には足踏みがみられました。
また、英国のEU離脱問題や
中国を始めとするアジア新興

国等の景気が下振れするリスクがあるなど、依然として
景気の先行きは不透明な状況で推移いたしました。
　当社におきましては、東海旅客鉄道株式会社（以下、
JR東海）が推進するリニア中央新幹線計画に協力するため、
プリント配線板の製造を分担している連結子会社の山梨
アビオニクス株式会社の敷地の一部をJR東海に譲渡し、
当該敷地から建物等を収去する補償として補償金を収受
すること、また、プリント配線板事業を沖電気工業株式
会社グループに事業移管することを発表しております。
上期の業績について
　このような状況の中、当社グループの連結業績は、宇
宙・防衛事業においては、防衛市場で国内調達が減少し
ていること、民需事業においては新規顧客の獲得に努め
たものの、顧客が設備投資を抑制したこと等により、売
上高は前年同期比18億58百万円減少の97億23百万円と
なりました。
　損益に関しましては、諸経費の削減に努めたものの売
上高の減少等により、営業損失１億３百万円、経常損失
１億50百万円となりましたが、JR東海からの補償金を特
別利益として36億94百万円計上し、また、事業移管に係
る費用等を特別損失として10億４百万円計上したことか
ら、親会社株主に帰属する中間純利益につきましては、
21億13百万円となりました。
　配当につきましては、誠に遺憾ながら普通株式中間配
当金、第１種優先株式中間配当金および第２種優先株式
中間配当金について無配とさせていただきました。株主
の皆様におかれましては引き続き変わりなきご支援、ご
鞭撻を賜りますようお願い申しあげます。

代表取締役執行役員社長
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● 証券会社に口座を開設されている株主様
　　 　　⇒ 口座のある証券会社宛にお願いいたします。
● 証券会社に口座を開設されていない株主様
　　　　 ⇒ 上記電話照会先にお願いいたします。

毎年4月1日から翌年3月31日まで
毎年6月
定時株主総会 毎年3月31日
期 末 配 当 金  毎年3月31日
中 間 配 当 金  毎年9月30日
その他必要のあるときはあらかじめ公告します。
東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社
東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
〒168-0063　東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

0120-782-031
http://www.smtb.jp/personal/agency/index.html
当社のホームページに掲載します。
http://www.avio.co.jp/company/index.htm
ただし、電子公告を行うことができない事故その
他のやむを得ない事由が生じたときは、日本経済
新聞に掲載します。

事 業 年 度
定 時 株 主 総 会
基 準 日

株主名簿管理人および
特別口座の口座管理機関
同 事 務 取 扱 場 所

（ 郵 便 物 送 付 先 ）

（ 電 話 照 会 先 ）
（インターネットホームページURL）
公 告 の 方 法

◦
◦
◦

◦

◦

◦

株主メモ
連結財務ハイライト

■ 売上高

■ 営業損失（△）

■ 経常損失（△）

■  
（前中間期� 10百万円）

（前中間期� 48百万円）
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売上高
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営業損益
（単位：百万円）

親会社株主に帰属する中間（当期）純損益
（単位：百万円）

１株当たり中間（当期）純損益
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親会社株主に帰属する
中間純利益

　



■情報システム� 売上構成比率�55.7％
■ 売上高 54億16百万円
前年同期比 17.9%減

■ セグメント損失（△） △ 65百万円
前年同期比 1億90百万円悪化

　防衛市場で国内調達が減少している影響により、
売上高・セグメント損失とも前年同期を下回りまし
た。

指揮・統制装置 電波応用装置表示・音響装置 ハイブリッドIC

■プリント配線板� 売上構成比率�14.1％

　車載向けの半導体高温スクリーニングテスト用
ボードが好調に推移しましたが、プリント配線板事
業移管の影響もあり、売上高・セグメント損失とも
前年同期を下回りました。

■ 売上高 13億67百万円
前年同期比 13.1%減

■ セグメント損失（△） △ 1億73百万円
前年同期比 30百万円悪化

高信頼性フレックスリジッド配線板 半導体プローブカード 半導体テストボード

セグメント別の概況

トピックス

　当社グループは、創立60周年となる2020年に
向け、新たな中期経営計画を策定し、本年11月に
公表いたしました。その概要は次のとおりです。

☆中期経営方針“顧客価値経営の推進”
　詳細は当社ホームページIR情報：「株主・投資家
の皆様へ」にて公開しております。ぜひご覧くだ
さい。
URL: http://www.avio.co.jp/ir/index.htm

☆中期経営目標
2015年度（実績） 2020年度（計画）

売上高（百万円） 22,920 25,000
営業利益（百万円） 574 1,500
営業利益率 2.5% 6.0%

　スマートフォンの高機能化、自動車の電動化等に伴い、材料や部品
が大きく変化してきています。水晶デバイスにおいても、使用数の増
加や、パッケージの小型化が進んでおり、現在の最小デバイスサイズ
は米粒の1/12の面積の1.2mm×1.0mmとなり、パッケージの小型
化に対応した全自動真空シーム封止装置の販売が好調です。
　引き続き最新のデバイスに対応した装置の開発、販売に取り組んで
まいります。

中期経営計画について 水晶デバイスのパッケージ小型化により全自動真空シーム封止装置の販売が好調

最先端の水晶
デバイスサイズ

米粒

1.0mm
1.2mm

米粒の1/12の面積
5mm

3mm

全自動真空シーム封止装置

水晶デバイス…  水晶の特性を利用して作られた電子部品をいいます。水晶は電圧を加えると振動し、一定の
周波数を発します。この周波数は非常に安定しているため、PCなど電子機器の制御用基本
信号やスマートフォンなど情報通信機器用の基準信号として使われています。

用語解説

会社の概況（平成28年9月30日現在）

■ 商　　　号 日本アビオニクス株式会社

■ 英 文 商 号 Nippon Avionics Co., Ltd.

■ 設　　　立 昭和35年4月8日

■ 資　本　金 58億95百万円

■ 従 業 員 数 1,017名（連結）　760名（単独）

■ 証券コード 6946

■ 拠点および事業所
本社、横浜事業所、新横浜事業所、府中支店、中部支店、
西日本支店、熊谷営業所

■ 子会社
山梨アビオニクス株式会社、福島アビオニクス株式会社

役員の状況（平成28年9月30日現在）

（注）

１．  延岡健太郎、望月愛子の両氏は、
社外取締役であります。

２．  伊藤茂樹、松本康子の両氏は業務
執行を行わない取締役であります。

３．  ※の執行役員は、取締役を兼務し
ております。

４．  鈴木智雄、篠田亨、千原真衣子の
各氏は社外監査役であります。

取締役
代表取締役 秋 津 勝 彦

取 締 役 新 井 孝 男

取 締 役 土 川 　 稔

取 締 役 延 岡 健太郎

取 締 役 望 月 愛 子

取 締 役 伊 藤 茂 樹

取 締 役 松 本 康 子

執行役員
執行役員社長 秋 津 勝 彦 ※

執行役員常務 井 川 裕 三

執行役員常務 上 田 　 勇

執 行 役 員 露 木 　 満

執 行 役 員 新 井 孝 男 ※

執 行 役 員 土 川 　 稔 ※

執 行 役 員 木 内 一 雄

執 行 役 員 橋 本 　 隆

執 行 役 員 竹 内 正 人

執 行 役 員 山 後 宏 幸

監査役
監査役（常勤） 鈴 木 智 雄

監査役（常勤） 篠 田 　 亨

監 査 役 関 澤 裕 之

監 査 役 千 原 真衣子 

（注）  第1種優先株式および第2種優先株式は、日本電気株式会社が全株所有しております。

普 通 株 式 第1種優先株式 第2種優先株式
⑴�発行可能株式総数

80,000千株
76,000千株 4,000千株 1,500千株

⑵�発行済株式の総数
30,600千株

28,300千株 800千株 1,500千株

⑶�株主数 3,422名 1名 1名

■ 金融機関
　 1,683千株
　 （5.9％）

■ 外国法人等
 　534千株
 　（1.9％）

■ その他の国内法人
 　14,381千株
 　（50.8％）

■ 証券会社
 　682千株
 　（2.4％）

■ 個人その他
 　10,966千株
 　（38.9％）

⑷�所有者別分布の状況（普通株式）

セグメント別の概況 会社の概況

株式の状況（平成28年9月30日現在）

■電子機器� 売上構成比率�30.2％

　接合機器は電子部品小型化に対応する設備の需要を
取り込む等好調であったものの、計測事業譲渡による
影響や赤外線機器市場の低迷等の影響により売上高は
減少しました。セグメント利益はプロダクトミックス
の変動等により前年同期と比較して改善しました。

■ 売上高 29億38百万円
前年同期比 13.8%減

■ セグメント利益 1億34百万円
前年同期比 69百万円改善

インバータ式抵抗溶接機
NRW-IN8400A・NT-IN8444

InfReC R300BPシリーズ Thermo GEAR 
G100EX/G120EX

超音波金属溶接機ヘッド/SH-H3K7
超音波発振機/SW-3500-20

InfReC R500EX
シリーズ

全自動シーム溶接機
NAW-7100

接合機器

赤外線機器
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◦
◦
◦

◦

◦

◦

株主メモ
連結財務ハイライト

■ 売上高

■ 営業損失（△）

■ 経常損失（△）

■  
（前中間期� 10百万円）

（前中間期� 48百万円）

（前中間期� 11,581百万円）9,723百万円

△150百万円
△103百万円

2,113百万円（前中間期� △129百万円）
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2,113
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△103

8,8158,815

売上高
（単位：百万円）

■中間　■期末

■中間　■期末

■中間　■期末 ■純資産　■総資産

■中間　■期末

■中間　■期末

営業損益
（単位：百万円）

親会社株主に帰属する中間（当期）純損益
（単位：百万円）

１株当たり中間（当期）純損益
（単位：円）

経常損益
（単位：百万円）

総資産・純資産
（単位：百万円）

親会社株主に帰属する
中間純利益

　


